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働
く
人
シ
リ
ー
ズ 
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介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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次の10年、あらたなまちは、次の10年、あらたなまちは、
みえてきたか!? みえてきたか!? 平成29年度予算案を審議、可決平成29年度予算案を審議、可決    2p2p
地域探訪 地域探訪 旧大井村役場旧大井村役場　7p　7p
編集委員が直撃インタビュー編集委員が直撃インタビュー　8p　8p
健康増進の拠点を整備 健康増進の拠点を整備 スポーツゾーン工事設計業務スポーツゾーン工事設計業務　11p　11p
市政を問う！ 一般質問市政を問う！ 一般質問 16人が政策論議 16人が政策論議　12p　12p

　

他
人
の
介
護
支
援
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
自
分
も
元
気
に
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
「
あ
の
人
は
元
気
か
な
」
と
、
次
に
行
く
の
が
楽

し
み
に
な
る
活
動
で
す
。
活
動
実
績
に
応
じ
、
換
金
可
能
な
ポ
イ

ン
ト
も
貰
え
、
良
い
こ
と
ず
く
め
で
す
！

 

関
連
記
事
…
18
ペ
ー
ジ
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公債費　37億6537万円
借り入れの返済

扶助費　100億4110万円
生活援助に要する経費

人件費　52億6671万円
職員の給与など

繰入金　13億1274万円
基金からの繰り入れ

地方交付税　35億円
国からもらうお金

地方消費税交付金　14億円
消費税の市への割り当て分

市税　159億7943万円
所得・土地・家屋・たばこ等に対する税

2

ン
ク
を
開
設
し
、
空
き
家
の

利
用
を
希
望
す
る
人
に
情
報

を
提
供
す
る
。
6
月
頃
ま
で

に
空
家
等
対
策
協
議
会
を
設

置
し
、
計
画
を
策
定
す
る
。

　

そ
の
他
空
き
家
に
関
す
る

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
整
理
、

実
態
調
査
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
周
辺
の
生
活
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
特
定

空
き
家
に
対
す
る
対
応
も
行

っ
て
い
く
。

問　

今
後
は
都
市
政
策
部
建

築
課
が
所
管
す
る
。
期
待
で

き
る
効
果
は
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営

な
ど
で
建
築
関
連
団
体
と
連

携
し
や
す
い
こ
と
、
市
の
建

築
技
師
の
円
滑
な
活
用
が
可

能
と
な
る
こ
と
、
住
宅
問
題

に
対
す
る
窓
口
が
一
本
化
で

き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

空
き
家
対
策
は
防
犯
上
の
観

点
に
加
え
て
、
総
合
的
な
住

宅
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
。

ト
イ
レ
改
修
の
進
捗

問　

学
校
施
設
管
理
事
業
で

ト
イ
レ
改
修
の
進
捗
状
況
及

び
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る

体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
は
。

答　

床
の
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
化

と
洋
式
便
器
の
導
入
が
主
な

改
修
内
容
だ
が
、
照
明
器
具

や
手
洗
い
台
の
交
換
、
天
井

張
り
替
え
な
ど
も
実
施
し
て

い
る
。
小
学
校
19
校
の
う
ち

18
校
は
終
了
し
て
お
り
、
中

学
校
も
６
校
中
４
校
は
終
了

し
た
。
体
育
館
ト
イ
レ
も
合

わ
せ
て
、
今
後
と
も
計
画
的

に
改
修
を
実
施
し
て
い
く
。

開
か
れ
た
学
校
へ

問
地
域
協
働
学
校
が
始
ま
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
を
目

指
し
て
い
く
の
か
。

答
地
域
協
働
学
校
す
な
わ
ち

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

は
、
学
校
と
地
域
住
民
、
保

護
者
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校

の
運
営
に
取
り
組
む
仕
組
み

を
言
う
。
学
校
の
運
営
方
針

や
教
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
教
育
委
員
会
に

意
見
を
述
べ
る
権
限
を
持
つ

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す

る
。
そ
の
場
合
、
す
で
に
各

学
校
に
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校

応
援
団
、
お
や
じ
の
会
、
育

成
会
な
ど
と
調
整
を
図
り
、

協
議
の
場
と
し
て
い
く
方
法

を
選
択
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
小
学
校
２
校
を
モ
デ
ル

校
に
指
定
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
く
。

行
政
組
織
条
例
の

一
部
改
正

問
組
織
の
改
正
が
提
案
さ
れ

た
が
、
こ
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
は
何
か
。

答
新
た
な
組
織
と
し
て
「
こ

ど
も
・
元
気
健
康
部
」
を
設

置
し
、
優
先
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
子
育
て
支
援
に
関
わ

る
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

る
。
妊
娠
、
出
産
か
ら
子
育

て
全
般
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
、「
市
民
活
動
推
進
部
」

を
創
設
す
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に

快
適
な
自
転
車
空
間

問　

自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
が
昨

年
の
第
3
回
定
例
会
で
成
立

し
た
の
に
続
き
、
自
転
車
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
を
策
定
す

る
ね
ら
い
は
。

答　

本
市
で
は
コ
ン
パ
ク
ト

な
市
街
地
の
中
に
鉄
道
駅
、

商
業
施
設
、
保
育
施
設
な
ど

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
気
軽
で
便
利
、
ま
た
エ

コ
な
乗
り
物
と
し
て
多
く
の

市
民
が
自
転
車
を
利
用
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
、
安
全
で
快
適
な
自

転
車
通
行
空
間
を
効
果
的
に

整
備
す
る
た
め
の
計
画
を
策

定
す
る
。
特
に
公
共
施
設
、

商
業
施
設
周
辺
な
ど
自
転
車

利
用
の
多
い
区
間
な
ど
を
抽

出
し
、
歩
道
や
自
転
車
走
行

指
導
帯
の
設
置
、
路
面
標
示

な
ど
で
安
全
対
策
と
共
に
自

転
車
通
行
環
境
の
整
備
を
よ

り
強
力
に
推
進
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
力
を

問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
計
画
の
策
定
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
な
か
な
か
見
え

に
く
い
と
言
わ
れ
る
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
い
か
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

国
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

平
成
24
年
に
は
子
ど
も
の
約

6
人
に
1
人
、
ひ
と
り
親
家

庭
で
は
2
人
に
１
人
が
、
全

国
の
平
均
的
な
所
得
の
半
分

を
下
回
る
所
得
と
な
っ
て
お

り
、
子
ど
も
の
貧
困
の
状
況

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
34
ヵ
国
中

25
位
と
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。

　

本
市
で
は
実
態
把
握
を
進

め
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
、

実
効
性
の
高
い
施
策
を
講
ず

る
。
特
に
子
ど
も
の
貧
困
は

家
庭
の
経
済
状
況
だ
け
が
原

因
と
は
言
え
ず
、
家
庭
環
境

や
複
合
的
な
要
素
も
考
え
ら

れ
る
の
で
、
継
続
的
で
包
括

的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
も
視
野

に
入
れ
て
い
く
。

空
き
家
対
策
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か

問　

空
き
家
対
策
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

年
度
当
初
に
空
き
家
バ

　

3
月
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
43
件
を
審
議
し
、
す

べ
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
新
年
度
一
般
会
計
予
算
は
約

３
７
９
億
２
千
万
円
で
、
昨
年
度
を
約
12
億
円
上
回
り
合
併

後
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。
審
議
は
、
市
長
施
政
方
針
、
提

出
議
案
に
対
す
る
会
派
別
総
括
質
疑
に
加
え
、
３
つ
の
各
常

任
委
員
会
で
議
員
１
人
当
た
り
90
分
を
上
限
と
す
る
質
疑
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
平
成
2929
年年  

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

1

23

3

3

◆
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

青　

藍　

会　

大
築　
　

守 

議
員

日
本
共
産
党　

足
立
志
津
子 

議
員

公　

明　

党　

伊
藤
美
枝
子 

議
員

民
進
無
所
属
の
会　

民
部　

佳
代 

議
員

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　

藍　

会　

有
山　
　

茂 

議
員

日
本
共
産
党　

新
井　

光
男 

議
員

公　

明　

党　

堀
口　

修
一 

議
員

民
進
無
所
属
の
会　

鈴
木
啓
太
郎 

議
員

徴特　当初予算では、引き続き実施され
る待機児童対策のほか、旧福岡高校
の跡地整備や大井総合体育館を中心
としたスポーツゾーンの再整備とい
った市民の健康づくり施策、そして
市内循環ワゴンの本格運行などが計
上されました。合併による恩恵の終
了を見据えつつも、あらゆる世代が
安心して住み続けられるまちづくり
に向けた予算編成となっています。

平成29年度一般会計 平成29年度一般会計 予算案の予算案の

前年度比
2億6649万円減

収入
平成29年度 平成29年度   一般会計予算  一般会計予算  379379億億24752475万円万円

支出主なもの

円

支

前年度比
3億457万円増

前年度比
2億5846万円増

前年度比
10億3862万円増

前年度比
2億2223万円増

前年度比
2億2848万円減

前年度比
11億9839万円増

前年度比
2億6649万円減

（１万円未満切捨て）

ふじみ野市議会だより第 45号〔H29.5.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 45号〔H29.5.1 発行〕

前年度比
3億5705万円増

前年度比
11億6990万円増

前年度比
1億円減

前年度比
2億円減

建設等に係る事業債　26億2590万円
建設に関する借り入れ

普通建設事業費　42億8962万円
建設に関する費用

繰出金　29億9812万円
特別会計への繰り出し

次
の
次
の
1010
年
、あ
ら
た
な
ま
ち
は
、み
え
て
き
た
か

年
、あ
ら
た
な
ま
ち
は
、み
え
て
き
た
か
!?!?

平
成
平
成
2929
年
度
年
度  

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

環境学習館えこらぼ

体験学習講座の様子

　今年度は合併後に定めた総合振興計画の最終年度であること
から、新年度の予算は残された課題に取り組むとともに、次の
10年のまちづくりをいかに展望するかが問われる審議となっ
た。また、合併による優遇期間の終了を踏まえ、財政運営の持
続可能性も課題となった。
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問　

今
回
の
合
同
防
災

訓
練
の
内
容
は
。

答　

入
間
東
部
地
区
合

同
防
災
訓
練
を
11
月
12

日
㈰
に
2
市
1
町
の
合

同
で
実
施
す
る
。

　

花
の
木
中
学
校
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
3
つ

の
行
政
境
会
場
を
設
定

す
る
。

　

富
士
見
市
立
勝
瀬
小
学

校
、
ふ
じ
み
野
市
立
大
井
小

学
校
、
西
原
小
学
校
を
予
定

し
て
い
る
。

　

平
成
8
年
に
締
結
し
た
災

害
時
応
援
協
定
の
中
で
避
難

所
の
開
設
を
近
隣
市
町
で
協

力
し
合
う
と
い
う
合
意
が
あ

り
、
そ
れ
を
具
現
化
し
た
訓

練
と
な
っ
て
い
る
。

２
市
１
町
合
同
で
入
間
東
部
地
区
総
合
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
異
な
る
市
町
で
も
生
活
圏
が

共
通
す
る
地
域
に
つ
い
て
、
避
難
所
を
共
同
し
て

開
設
す
る
初
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
１
日
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
そ
れ
を
受

け
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
を
活
用
し
、
さ
ら
な
る

対
策
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

埼
玉
県
西
部
地
区
で
初
と
な
る
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
２
市
１
町
の
連
携
を
図

り
、
自
転
車
利
用
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
し
、
必
要

な
施
策
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

全
身
性
障
が
い
者
に
対
し
、
通
学
を
支
え
る
介
護
者

が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
貧
困
と
言
わ
れ
る
昨
今
。

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

母
子
保
健
や
育
児
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
に
円
滑
に

対
応
す
る
た
め
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

平成 22年に行われた訓練の様子本人を交えた介助の打ち合わせ

ふじみの国際交流センターによる日本語教室

自転車走行指導帯

問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
等
を
活

用
し
、
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
と
も
協
定
を
締
結
す
る
予

定
。
関
係
団
体
と
連
携
し
、

空
き
家
対
策
全
般
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問　

ど
の
よ
う
に
周
知
・
啓

発
を
図
る
の
か
。

問　

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
上
で
、
市
内
の

ど
の
よ
う
な
主
要
地
点
を
結

ぶ
の
か
。

答　

駅
等
の
公
共
施
設
、
保

育
所
、
商
業
施
設
な
ど
自
転

車
の
利
用
が
多
い
場
所
を
考

え
て
い
る
。

問　

近
隣
市
町
と
の
連
携
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
話
し
合

問　

事
業
の
経
緯
は
。

答　

全
身
性
障
が
い
者
が
、

施
設
に
通
所
や
入
所
す
る
場

合
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
も
の

の
、
学
校
へ
通
う
際
の
支
援

制
度
が
な
か
っ
た
。
今
回
、

市
内
在
住
の
全
身
性
障
が
い

者
が
大
学
に
入
学
す
る
に
あ

た
り
、
介
護
者
を
派
遣
す
る

た
め
の
補
助
を
行
っ
て
い

く
。

問　

学
習
支
援
の
課
題
は
。

答　

全
国
的
に
、
福
祉
部
門

と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
不

足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本

来
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
た
ち
の
利
用
に
つ
な
が

り
づ
ら
い
現
状
が
あ
り
、
周

知
方
法
や
開
催
場
所
、
開

催
回
数
を
見
直
し
て
い
き
た

い
。

問　

外
国
人
の
親
を
ル
ー
ツ

に
持
つ
子
ど
も
へ
の
支
援

は
。

答　

日
本
語
の
読
み
書
き
に

も
苦
労
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
も
お
り
、
平
成
29
年
度
策

定
の
計
画
に
お
い
て
、
切
れ

目
の
な
い
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

問　

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
。

答　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
渡
る
ま
で
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
て
専
門
的
な
知
見
か

ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

う
こ
と
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

相
談
が
で
き
る
こ
と
、
地
域

の
様
々
な
関
係
機
関
と
連
携

す
る
こ
と
が
基
準
と
し
て
挙

答　

平
成
29
年
度
の
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
の
中
に

空
き
家
バ
ン
ク
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
等
の

情
報
提
供
の
チ
ラ
シ
を
同
封

し
周
知
し
た
い
。

　

ま
た
、
担
当
課
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
市
報
や
庁
舎
内

の
案
内
板
等
で
も
周
知
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

い
や
手
法
の
検
討
状
況
は
。

答　
２
市
１
町
は
生
活
圏
が

密
接
な
関
係
に
あ
り
、
警
察

署
の
管
轄
も
同
じ
で
あ
る
。

　

行
政
境
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
分
断
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
富
士
見
市
と
三
芳
町

に
も
計
画
に
携
わ
る
よ
う
に

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

大
学
入
学
を
目
指
す
障

が
い
者
が
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
支
援
の
考
え

は
。

答　

障
害
者
総
合
支
援
法
に

あ
る
と
お
り
、
障
が
い
の
有

無
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
差

別
な
く
暮
ら
せ
る
共
生
社
会

を
築
い
て
い
く
と
い
う
観
点

か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

げ
ら
れ
て
い
る
。

問　

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
事
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

具
体
的
な
違
い
は
。

答　

妊
産
婦
の
支
援
プ
ラ
ン

や
カ
ル
テ
等
の
作
成
、
保
健

師
・
助
産
師
に
よ
る
産
前
産

後
の
ケ
ア
等
が
新
た
に
加
わ

る
こ
と
と
な
る
。

子
ど
も
た
ち
に

希
望
あ
ふ
れ
る
人
生
を

福祉

福
祉
総
合
支
援
事
業

地
域
資
源
の
活
用
を

まち
づくり

空
家
対
策
事
業

広
域
で
の
防
災
対
策

防災

防
災
訓
練
事
業

誰
も
が
安
心
し
て

学
べ
る
機
会
を

福祉

障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業

妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

子育て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

安
全
な
自
転
車
利
用
を

まち
づくり

交
通
安
全
推
進
事
業
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旧
大
井
村
役
場

施　

工
：
１
9
３
７
（
昭
和
12
）
年
5
月

設
計
者
：
北
村
甲
子
之
助
（
埼
玉
県
蕨
町
）

施
工
者
：
三
澤
良
作
（
大
井
村
）

　
　
　
　

鹿
戸
安
太
郎
（
川
越
市
）

　

川
越
街
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
木
造

2
階
建
て
庁
舎
。
飾
り
の
少
な
い
シ
ン

プ
ル
な
和
洋
折
衷
な
つ
く
り
と
窓
が
多

く
明
る
い
雰
囲
気
が
特
徴
的
な
埼
玉
県

内
で
現
存
す
る
唯
一
の
木
造
庁
舎
で
す
。

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
国
の
登
録

有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

途
中
が
お
も
し
ろ
い
！

舟
運
と
陸
路
の
途
中
下
車
推
進
事
業

　

今
年
度
、
旧
大
井
村
役
場
庁
舎
が
多

目
的
な
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
改

修
さ
れ
、
賑
わ
い
の
創
出
と
収
益
を
見

込
む
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

平成29年度

一般会計予算討論
_________________ 賛成多数で可決

　福祉施策の充実やスポーツ関連施設の整備を含め、
昨年度より約 12億円多い約 379 億円の予算である。
　平成 30年度の認可保育園、小規模保育園各１園の
開園、幼稚園１園の認定こども園への移行等の費用も
計上され、積極的な待機児童対策が盛り込まれている。
　また、三角、西原、亀久保放課後児童クラブの整備
関連費が盛り込まれている。
　大井小学校、元福小学校の大規模改造工事、花の木
中学校のトイレ改修関連費も予算化されている。その
他課題への対応が適切になされている。

賛
成
待機児童対策を積極的に進めるべき

青藍会　大築守 議員

　市民からの税収が、前年比で３億円も増えている。
基金は積み立てるだけでなく、社会保障、教育、子育
て支援など、貧困と格差の是正に活用すれば、地域経
済の好循環に繋がる。
　144 人もいる保育所入所保留児童のための保育所整
備や保育士確保の緊急対策を実施することが子育て応
援のまちである。また、空家等対策の推進に関する条
例が制定されたが、55 万円の予算では本気度が見ら
れない。リフォーム助成などいいものを長く使う住宅
政策が必要だ。

反
対
将来に生かされる基金の使い方を

日本共産党　伊藤初美 議員

　本市は年少人口の増加が続いているが、これに伴
い、保育ニーズも高まり、144 人の入所保留児童、う
ち 25人の待機児童見込みが生じた。今回、認可保育
園等の整備補助金が計上され、更なる保育環境の整備
を期待する。ただし、過去の新園整備の際は、一部混
乱が生じたこともあり、保育運営等巡回相談もあわせ、
保育の質の向上に努められたい。
　新たに始まる子育て世代包括支援センターととも
に、子育て世代の目線に立った一層の支援強化を期待
したい。

賛
成
子育て世代の目線に立った支援強化を

無所属　島田典朗 議員

　本予算はふじみ野市の未来をも決する重要な予算で
ある。そして、合併による恩恵が終了することなど、
今後予想される厳しい財政状況を見据えて慎重な財政
運営が必要である。
　また、施策の柱となる子ども優先のまちづくりが反
映された予算である。合併後12年、その特例による恩
恵を活用しつつ、１つの市としての基盤を固めつつあ
り、いよいよ文化・スポーツといった市民が心豊かに希
望を持って歩みを進めるための施策が、本格的に反映
された予算であることを大いに評価する。

賛
成
未来に向けた予算編成

公明党　堀口修一 議員

　人口増、新築住宅増にともなう市税の増加という市
の優位性を活かし、今後を見据えて予算に反映してい
る。特に、子ども優先のまちづくりは生産年齢人口を
呼び込み、全ての世代に利益をもたらすものと評価す
る。
　待機児童問題も市は独自に家庭保育室に通う子の保
育料補助を行っており、認可保育園に入れないからと
いって経済的負担が大きくなるわけではない。表面上
の数字だけみて不安をあおることのないよう市民によ
く説明すべきだ。

賛
成
子ども優先のまちづくりを評価

民進無所属の会　民部佳代 議員

自
転
車
で
も
行
け
る
地
域
の
宝

  

魅
力
溢
れ
る
モ
ダ
ン
建
築

地域探訪

編集委員が
訪ねました

明治時代の村議会会議録

旧大井村役場外観

出典：旧大井村役場庁舎パンフレット

タブレット端末の導入
　本市議会において、ペーパーレス化による経費削
減、議会運営の充実、議会の見える化を目的として
タブレット端末が導入されます。
　これまで議会では、議案、参考書類、連絡業務な
どの全てが紙媒体で運営されており、その量は大量
で、紙、印刷等のコスト、製本、分類分配などの人
件費が課題となっていました。
　そこで、議会のペーパーレス化を進めることで、
これらの経費削減を図ることを目指します。タブレッ
ト端末とクラウドサービス型の文書共有ソフトウェ
アを活用し、紙媒体に比べての利便性の低下も最小
限に抑えつつ効率的な議会運営を図っていくことを
予定しています。
　また、タブレット端末を利用することで、各種資料、
データへのアクセス性が向上し、議会運営の充実に
もつながるほか、市民への説明に用いることができ
るなど、議会の見える化という副次的効果もあると
考えています。

議会のインターネット公開
　タブレット導入後の次のテーマは、議会のインター
ネット公開です。
　議会には本会議、委員会など様々な会議がありま
すが、まずは本会議のインターネット公開、具体的
には、You Tubeを利用した動画配信について検討を
進めています。

タブレット端末研修会の様子

ICTを活用して情報公開推進、業務効率化、議会活性化

議会 ICT化検討会議

〔旧大井村役場の歴史〕
昭和12年　 建物施工
昭和47年　 新庁舎が亀久保1103番地1に建

てられ役場機能が移る
昭和48年　 東入間警察署として短期間利用
昭和49年　 大井小学校の特別教室として使用
昭和52年　 文化財収蔵庫・埋蔵文化財整理室

として平成13年まで使用される
平成14年　 国の登録有形文化財に登録される

福岡放課後児童クラブ
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空き家対策
空き家の未然防止や有効活用について、不動産
取引業者等と連携した新しい取り組みが始まり
ます。

費用はかかるが、不動産取引業者と連携するこ
とで、市が借り上げ、低所得者向けに貸し出す
ことが可能だと思います。
また、公園や防災空地として提供してもらうこ
とで、固定資産税を減免するなどの取り組みが
あると良いと思います。
空き家になってしまう理由はそれぞれあると思
いますが、所有者の事情をうまくくみとって、
未然防止と有効活用を図ってほしいです。

 駒西在住　山本さん
日本語が話せないまま日本に連れてこられたり、
日本国籍があっても読み書きができない子もい
たりします。日本に住み続ける権利は持ってお
り、生活保護に頼らざるを得ない家庭も少なく
ありません。制度の狭間にいる彼らが、貧困の連
鎖に陥らないよう支援を続けています。

入間東部地区総合防災訓練
今年の防災訓練では、初めて行政境での避難所
設営訓練が実施されます。

全身性障害者介護人派遣事業

重い障がいがあっても、大学で学びたいという
方に介護者を派遣する事業です。

４月から文京学院大学に通っています。皆さん
からのご支援を受けて、安心して勉強すること
ができます。将来は福祉の資格を得て仕事をし
たいと考えています。

北野在住　藤森さん

子どもの生活支援

ふじみの国際交流センターでは、外国にルーツ
を持つ子どもたちに日本語を教え、自活できる
能力を身につけさせるべく活動しています。

子育て世代包括支援センター
妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を行ない
ます。

これまでは子育て期に対する支援が中心であったの
で、センターの開所によって、妊娠中から出産までの
方々を幅広く支えていければと思います。
妊娠中の方々にも気軽に立ち寄っていただき、先輩マ
マたちと交流してもらえるような場所にしていきた
いです。

保健師の飯島さん
 （上野台子育て支援センターにて）

これまで児童は勝瀬小学校に行き、親は東原小学
校の訓練に参加するという状態が続いていました。
発災時には、親子ともども勝瀬小学校に避難す
ることになるはずなので、実態に即した形で訓
練が実施されるのは望ましいと思います。
これからも、富士見市、ふじみ野市という枠に捉わ
れず、地域という観点で行政を進めてほしいです。

みほの町会の山辺さん

平成２９年度予算　  あなたの意見を聞かせてください。

ふじみの国際交流センターのみなさん

自転車ネットワーク計画

小さい子どももいますが、自転車はよく乗りますよ。新し
く歩道を作ったり、広げたりしてほしいです。それに、歩
道の植込みが根を張って、歩道がでこぼこしているところ
は直してほしいと思います。もっと自転車レーンも増やし
てほしいです。

外谷さん
 （上福岡公民館にて）

市内の道路は幅員の狭い区間が多いので、公共施設や商業
施設などを結ぶ自転車ネットワークを構築します。

平成29年度に実施される各種事業について、編集委員がまちの声を聞かせていただきました。
防災、福祉、まちづくりについて各人の思いや関心をお寄せいただき、大変参考になりました。

編集委員
が 

編集委員
が 

直撃イン
タビュー

直撃イン
タビュー
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各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。

提
出
議
案
と
審
議
結
果

◎
全
員
賛
成　

○
賛
成
多
数　

・
否
決

…　

平
成
29
年
度
予
算　

…
…
…
…
…
…
…
…

○
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

◎
水
道
事
業
会
計

◎
下
水
道
事
業
会
計

…　

平
成
28
年
度
補
正
予
算　

…
…
…
…
…
…

○
一
般
会
計
（
第
６
号
）

◎
一
般
会
計
（
第
７
号
）

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
４
号
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

○
下
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

…　

条
例
の
制
定　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◎
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
等
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例

…　

条
例
の
廃
止　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◎
広
域
ご
み
処
理
施
設
等
検
討
委
員
会
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

◎
高
齢
者
及
び
障
害
者
居
室
等
整
備
資
金
貸
付

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

…　

条
例
の
一
部
改
正　

…
…
…
…
…
…
…
…

○
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

◎
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◎
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

◎
地
域
自
立
支
援
協
議
会
条
例
の
一
部
改
正

◎
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
支
給
条
例
の
一
部

改
正

◎
市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改
正

◎
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
支
給
条
例
の
一
部

改
正

◎
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
に
係
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

◎
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

◎
水
道
事
業
利
益
及
び
資
本
剰
余
金
の
処
分
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◎
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

…　

契
約
の
締
結　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◎
市
立
大
井
総
合
体
育
館
大
規
模
改
修
、
武
道

館
大
規
模
改
修
及
び
耐
震
補
強
工
事
請
負
契

約
の
締
結

…　

そ　

の　

他　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◎
道
路
線
の
変
更
（
１
件
）

◎
道
路
線
の
認
定
（
８
件
）

◎
三
芳
町
の
公
の
施
設
を
ふ
じ
み
野
市
の
住
民

の
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
関
す
る
協
議

◎
市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の

指
定

…　

意　

見　

書　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◎
国
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
求
め
る
意

見
書

◎
大
型
物
流
倉
庫
の
実
態
把
握
と
防
火
対
策
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

・
共
謀
罪
の
創
設
に
反
対
す
る
意
見
書

・
核
兵
器
禁
止
条
約
の
制
定
交
渉
に
お
い
て
政

府
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
る

意
見
書

・
少
人
数
学
級
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

・
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復
活
を
求
め

る
意
見
書

・
国
民
健
康
保
険
の
財
政
基
盤
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書

利
便
性
の
向
上
を

　
　
　
　
　

目
指
し
て

ふ
じ
み
野
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
適
切
な
対
応
及
び
直
面
す
る
行
政
課
題
の

解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、行
政
組
織
の
改
編
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
主
な
質
疑

問　

こ
ど
も
・
元
気
健
康
部
の

所
管
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
こ
と
や
健
康
増
進
、
保
健
衛

生
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
業
務

量
が
多
い
が
、
１
つ
に
し
た
理

由
は
。

答　

本
市
の
規
模
か
ら
考

え
る
と
、
1
つ
の
部
で
違

っ
た
側
面
の
事
務
を
行
う

事
も
や
む
を
得
な
い
と
考

え
る
。
子
育
て
優
先
と
い

う
こ
と
で
部
の
編
成
を
考

え
た
。
元
気
・
健
康
に
関

す
る
取
り
組
み
は
、
全
庁

的
な
共
通
認
識
を
持
っ
て

お
り
、
連
携
に
つ
い
て
の

心
配
は
な
い
。

問　

市
民
へ
の
周
知
や
予

算
へ
の
反
映
、
庁
舎
レ
イ

ア
ウ
ト
を
考
え
る
と
時
間

的
な
余
裕
が
な
い
。
12
月

議
会
に
上
程
す
る
検
討
は
し
た

の
か
。

答　

い
く
つ
も
案
を
考
え
た
が
、

ど
れ
が
ベ
ス
ト
か
検
討
に
時
間

を
要
し
、
3
月
議
会
へ
の
上
程

と
な
っ
た
。

条例改正
賛成多数で可決

●主な質疑
問　旧福田屋改修と旧大井村役場改修工事につ
いては、地方創生拠点整備交付金を活用しての
改修工事と認識しているが。
答　地方創生拠点整備交付金が採択され、平成
28 年度予算を繰り越し、平成 29 年度の工事
完成となる。旧福田屋は 3階建ての構造強化
を図り、旧大井村役場は、室内工事、男女別の
トイレの設置や台所改修を行う。
問　観光地域づくりを行う上で考えていること
は。
答　旧福田屋は、改修工事完了後に母屋を利用
し、藍染めや機織り、竹細工やほうきづくりな
どの体験学習や演奏会の実施、また物品販売の
スペースも設け集客を図る。旧大井村役場は、
改修により利便性を高め、さまざまな事業を行
いたい。

●主な質疑
問　弓道場用地取得費が計
上されている理由は。
答　大井総合体育館との一
体的な施設利用が図れるの
で、体育館の隣地に弓道場
の建設をする。
問　平成28年度の弓道場
の利用人数は。
答　平成29年１月末まで
の利用人数は、大井弓道場
が2307人、上福岡弓道場
が5044人となっている。

問　弓道場の利用は、個人
でも申し込みが可能か。
答　個人でも団体でも申し
込みができる。
問　弓道場の工事とテニス
コートの改修工事の今後の
スケジュールは。
答　平成29年７月までに
設計を終了させ、10月を目
途に両工事が開始できるよ
うに準備を進めていきたい。

観光資源としての活用を
地方創生拠点整備交付金を活用し、歴史的建造物で
ある回

かい

漕
そう

問屋福田屋と旧大井村役場庁舎を改修し、
観光地域づくりが行われます。

スポーツゾーン工事設計業務
補正額2577万4千円

健康増進の拠点を整備
大井総合体育館周辺がスポーツゾーンとして再整備さ
れます。体育館のバリアフリー化をはじめ、弓道場が
アーチェリーもできる施設に生まれ変わります。

旧大井村役場内部

旧福田屋の外観

新設されたこども・元気健康部

旧福田屋・旧大井村役場改修事業
補正額１億1117万7千円
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問　

公
民
館
や
図
書
館
の

あ
り
方
は
。

答　

市
民
ニ
ー
ズ
や
利
用

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
な
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

複
合
化
の
検
討
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

公
共
サ
ー
ビ
ス
拠
点

で
あ
る
市
役
所
本
庁
舎
周

辺
及
び
大
井
総
合
支
所

周
辺
の
今
後
の
整
備
方
針

は
。

答　

市
民
生
活
を
支
え
る

重
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
と
し
て
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
機
能
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

問　

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、

専
門
性
を
高
め
た
公
共
施

設
を
整
備
し
、
よ
り
人
が

集
ま
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
拠

点
へ
と
発
展
さ
せ
て
は
。

答　

提
言
内
容
を
勘
案
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

市
中
心
部
に
あ
る
学

校
へ
は
児
童
生
徒
数
が
集

中
し
や
す
く
、
周
辺
部
の

誰
も
が

通
い
や
す
い
学
区
へ

学
校
は
少
な
く
な
り
や
す

い
。
ま
た
、
旧
市
町
境
の

通
学
区
域
に
も
課
題
が
あ

る
。
全
市
的
な
通
学
区
域

の
見
直
し
の
考
え
は
。

答　

学
校
の
適
正
規
模

の
確
保
や
通
学
距
離
、
将

来
的
な
人
口
推
計
に
よ
る

児
童
生
徒
数
の
把
握
、
大

規
模
開
発
の
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、
旧
市
町
境
の
入

り
組
ん
だ
通
学
区
の
見
直

し
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
。

要
と
な
っ
て
く
る
県
道
ふ

じ
み
野
朝
霞
線
と
の
交
差

点
部
分
の
検
討
状
況
は
。

答　

交
差
点
の
形
状
や
信

号
機
、
横
断
歩
道
の
位
置

な
ど
が
県
及
び
県
警
と
ほ

ぼ
合
意
で
き
た
の

で
、
今
後
詳
細
設

計
に
入
っ
て
い
き

た
い
。

問　

県
教
職
員
住

宅
も
撤
去
さ
れ
用

地
の
掘
削
や
擁
壁

の
取
り
壊
し
な
ど

の
工
事
が
始
ま
っ

た
が
、
公
園
整
備

の
状
況
と
南
側
交

差
点
改
良
工
事
の

内
容
は
。

（
仮
称
）
苗
間

み
ほ
の
公
園
の

整
備
は

答　

公
園
は
、
７
月
の
供

用
開
始
に
向
け
て
整
備
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。
南

側
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

歩
道
の
確
保
や
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
の
設
置
、
横
断
歩
道

の
路
面
表
示
等
歩
行
者
の

安
全
領
域
を
確
保
す
る
た

め
の
整
備
を
行
う
。

問　

子
ど
も
の
読
書
離
れ

へ
の
対
応
と
し
て
、
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
を

策
定
し
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
こ
の
読
書
活

動
を
よ
り
推
進
す
る
立
場

か
ら
、
行
政
の
責
務
等
を

定
め
た
読
書
推
進
条
例
の

制
定
は
。

答　

現
在
、
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き

各
関
係
機
関
な
ど
と
連
携

し
そ
の
推
進
に
向
け
て
全

力
を
注
い
で
い
る
。
条
例

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
制

定
に
向
け
た
調
査
・
研
究

を
し
た
い
。

問　

整
備
事
業
の
中
で
県

及
び
県
警
と
の
調
整
が
必

上
沢
勝
瀬
通
り
線
の

交
差
点
整
備
は

よ
り
魅
力
的
な
公
共
施
設
を
目
指
し
て

島
田
典
朗 

議
員

子
ど
も
の
読
書
推
進
条
例
の
制
定
は

西　

和
彦 

議
員

問　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
や

火
災
報
知
器
の
普
及
は
。

答　

他
市
の
調
査
で
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
応
募
率
が

低
い
た
め
普
及
は
難
し
い
。

火
災
報
知
器
は
、
火
災
予

防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
際
に

点
検
・
交
換
を
呼
び
か
け

る
。

問　

競
技
者
人
口
の
底
上

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
市
民
参
加
を

げ
と
競
技
者
育
成
を
。

答　

出
場
で
き
る
ア
ス
リ

ー
ト
の
誕
生
に
向
け
、
指

導
者
育
成
・
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
充
実
な
ど
を
図
り
底

上
げ
を
行
う
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
を
。

答　

新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
携

わ
っ
て
い
る
。
県
に
ス
ポ
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
制

度
が
あ
り
、
市
と
し
て
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問　

市
民
と
と
も
に
歩
み

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
近
現
代
の
観

光
資
源
の
保
存
と
活
用

を
。

答　

旧
大
井
村
役
場
は
人

が
賑
わ
う
施
設
、
回か

い
そ
う漕

問

屋
福
田
屋
は
、
展
望
と
歴

史
景
観
が
楽
し
め
伝
統
文

化
を
体
験
で
き
る
拠
点
に

整
備
す
る
。

歴
史
・
文
化
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

問　

社
会
福
祉
協
議
会
事

務
所
が
あ
る
が
、
施
設
の

建
て
替
え
方
針
は
。

答　
建
て
替
え
計
画
は
な
い
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
の

意
向
は
。

答　

施
設
に
関
す
る
要
望

は
な
い
。

市
役
所
第
３
庁
舎
の
改
善

火
災
に
強
い
住
宅
・
ま
ち
づ
く
り

新
井
光
男 

議
員

問　

子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
過
去
３
年
間
に
お
け

る
定
員
枠
の
拡
大
数
と
新

年
度
の
待
機
児
童
の
見
込

み
、
そ
し
て
今
後
の
対
策

は
。

答　

３
年
の
間
に
約
５
０

０
人
分
の
定
員
の
枠
を
拡

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
国

が
定
め
た
基
準
に
よ
る
待

機
児
童
数
は
、
昨
年
よ
り

減
少
し
、
25
人
で
あ
る
。

来
年
度
も
定
員
枠
を
拡
大

し
、
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
と

す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

問　

新
年
度
か
ら
住
民
主

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
し
た
新
し
い
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
が
始
ま
る
。

　

掃
除
、
洗
濯
、
ゴ
ミ
出

し
な
ど
の
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
た
め
に
、

高
齢
者
が
住
み
や
す
い

ま
ち
を

た
り
１
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
周
辺
で
は
川
越
市

は
１
７
０
円
、
富
士
見
市

は
２
２
５
円
、
所
沢
市
は

２
４
０
円
で
あ
り
、
同
程

度
の
料
金
に
す
べ
き
で
は
。

答　

料
金
の
改
定
が
必
要

と
考
え
る
。

問　

一
般
家
庭
ご
み
の
有

料
化
は
。

答　

行
政
事
務
の
中
で
も

有
料
化
は
一
番
最
後
の
手

段
と
考
え
る
。
で
き
る
だ

い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

粗
大
ご
み
の
処
理
に

年
間
約
1
億
２
０
０
０
万

円
が
か
か
る
。
で
き
る
だ

け
早
く
有
料
化
す
べ
き
。

答　

今
年
度
策
定
の
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の

中
で
検
討
す
る
。

問　

本
市
の
事
業
系
ご
み

処
理
手
数
料
は
、
10
㎏
あ

粗
大
ご
み
等
の
有
料
化

け
無
料
を
貫
き
た
い
。

問　

子
ど
も
医
療
の
適
正

受
診
に
向
け
、
一
部
負
担

や
所
得
制
限
、
窓
口
で
明

細
書
の
交
付
を
し
て
は
。

答　

一
部
負
担
金
の
徴
収

は
考
え
て
い
な
い
。
医
療

費
の
軽
減
の
た
め
に
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
啓

発
等
に
努
め
る
。

子
ど
も
医
療
費
の

一
部
負
担
の
導
入
は

担
い
手
の
育
成
と
確
保
は

ど
う
す
る
の
か
。

答　

生
活
支
援
の
担
い
手

養
成
講
座
、
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実

施
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
明
る
い
社
会

づ
く
り
の
会
等
と
協
議

し
な
が
ら
、
住
民
主
体
の

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て山

田
敏
夫 

議
員

問　

全
国
学
力
テ
ス
ト
で

の
全
国
平
均
を
目
指
す
な

ど
、
学
力
向
上
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　

教
育
は
、
学
び
の
種

を
蒔
い
て
そ
の
成
長
を
見

守
っ
て
長
い
時
間
を
掛
け

て
多
角
的
な
成
長
を
促
す

も
の
で
、
複
雑
か
つ
多
様

な
事
情
が
あ
り
、
因
果
関

係
を
探
る
の
は
困
難
と
考

え
る
。

問　

数
値
的
な
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
教
育
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

答　

デ
ー
タ
を
活
用
し
て

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
の
分
析
と
今
後
の
対
策渡

辺　

大 

議
員

市
政
を
問
う
！　
一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で
す
。
今
回

の
議
会
で
は
、
16
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
掲
載
し
た
内
容
は
各
議
員

本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
全
て
の
質
問
と
回
答
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
議
録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。（
5
月
下
旬
掲
載
予
定
）

（仮称）苗間みほの公園予定地
ふじみ野市第３庁舎
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問　

東
京
２
０
２
０
参
画

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

は
。

答　

参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
、
公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。

　

今
後
、
県
が
説
明
会
等

を
開
催
す
る
予
定
も
あ
る

の
で
、
そ
の
情
報
を
確
認

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　

ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

問　

入
所
保
留
児
童
が
１

４
４
人
も
い
る
。
年
度
途

中
の
対
応
は
。

答　

各
施
設
の
空
き
状
況

を
把
握
し
、
保
育
の
必
要

性
の
優
先
度
の
高
い
順
に

受
け
入
れ
て
い
く
。
家
庭

保
育
室
な
ど
の
紹
介
も
す

す
め
て
い
く
。

問　

生
前
か
ら
最
期
を
準

備
で
き
る
制
度
創
設
や
献

ひ
と
り
暮
ら
し
対
象
の

終
活
支
援

体
希
望
者
へ
の
支
援
が
で

き
な
い
か
。

答　

意
識
啓
発
を
図
る
た

め
の
講
演
会
、
相
談
業
務

の
際
に
終
活
を
盛
り
込
む

な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

問　

多
子
世
帯
へ
学
校
給

食
費
を
減
免
で
き
な
い
か
。

答　

保
護
者
は
食

材
費
の
み
の
負
担
で

あ
る
。
負
担
困
難
な

場
合
は
就
学
援
助
で

の
給
付
を
し
て
い
る

の
で
検
討
し
て
い
な

い
。

問　

子
ど
も
の
食
生

活
か
ら
見
る
貧
困
実

態
の
調
査
は
。

答　

教
育
委
員
会
で

学
校
給
食
費
の
補
助
を

は
調
査
は
実
施
し
て
い
な

い
。
就
学
援
助
制
度
を
利

用
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

数
が
参
考
に
な
る
が
、
実

態
を
表
す
数
字
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問　

自
衛
隊
大
井
通
信
所

の
任
務
を
市
民
に
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

防
衛
省
情
報
本
部
作

成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に「
世

界
中
か
ら
の
電
波
を
収
集

す
る
日
本
の
耳
」
と
公
開

さ
れ
て
い
る
の
で
、
役
割

は
広
く
発
信
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

大
井
通
信
所
は

安
全
な
施
設
か

型
車
の
一
部
通
行
禁
止
を

検
討
す
る
こ
と
は
、
県
警

と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

問　

交
差
点
付
近
へ
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
、
路

面
標
示
な
ど
の
改
善
を
。

答　

通
学
路
安
全
点
検

の
結
果
や
、
実
際
の
交
通

状
況
、
交
通
事
故
発
生
状

通
学
路
へ
の

車
飛
び
込
み
防
止
対
策

況
、
地
域
の
要
望
な
ど
を

踏
ま
え
必
要
に
応
じ
検
討

す
る
。

問　

要
望
が
あ
っ
た
ら
と

い
う
受
け
身
で
は
な
く
、

道
路
管
理
者
と
し
て
市
民

の
命
を
守
る
立
場
に
立
っ

べ
き
で
は
。

答　

人
が
優
先
な
の
は
当

然
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
対

応
し
て
い
く
。

間
整
備
の
財
源
は
。

答　

約
４
０
０
ｍ
の
線
形

改
良
の
設
計
を
実
施
し
て

い
る
。
管
理
協
定
に
基
づ

き
三
芳
町
に
も
事
業
費
の

一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
。

問　

安
全
対
策
が
間
に
合

わ
な
い
時
は
、
大
型
車
を

通
行
止
め
に
す
べ
き
で
は
。

答　

開
通
時
点
で
の
交
通

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
大

品
に
用
い
て
は
。

答　

ド
ロ
ー
ン
操
縦
体

験
、
講
習
会
に
つ
い
て
製

造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る

企
業
に
協
力
を
い
た
だ
け

る
よ
う
打
ち
合
わ
せ
を
実

施
し
た
。

　

今
後
も
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
返

礼
品
の
発
掘
に
努
め
る
。

問　

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
を
イ
ベ
ン
ト
や
防

災
害
時
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
活
用

災
訓
練
に
活
用
し
て
は
。

答　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

は
、
自
然
災
害
時
に
有

効
活
用
さ
れ
た
一
方
、
夜

間
に
使
用
す
る
際
の
安
全

性
や
防
犯
上
の
問
題
が
あ

る
。
市
と
し
て
は
、
簡
易

ト
イ
レ
を
中
心
に
今
後
、

普
及
に
努
め
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て加藤

恵
一 

議
員

保
育
所
の
待
機
児
童
対
応伊

藤
初
美 

議
員

問　

子
ど
も
の
６
人
に
１

人
が
貧
困
の
状
態
。
現
行

の
就
学
援
助
の
認
定
基
準

の
緩
和
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

平
成
25
年
度
の
生
活

保
護
基
準
の
１
・
３
倍
の
所

得
額
が
援
助
対
象
で
、
現

状
で
対
処
し
た
い
。

問　

教
育
費
負
担
の
軽
減

の
た
め
に
は
、
入
学
準
備
金

の
支
給
時
期
の
前
倒
し
実

施
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

例
年
６
月
が
支
給
時

期
。
前
倒
し
実
施
す
る
場

合
、
所
得
情
報
の
確
認
、

支
給
方
法
、
他
自
治
体
へ

の
転
出
入
な
ど
が
課
題
。

先
行
事
例
が
あ
る
の
で
、

国
や
近
隣
自
治
体
の
動
き

を
注
視
し
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
く
。

問　

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
実
績
の
現
状
は
。

子
育
て
ふ
れ
あ
い

広
場
の
拡
充
を

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

実
態
は
。

答　

県
の
感
染
症
発
生
動

向
調
査
に
よ
れ
ば
、
14
歳

ま
で
の
罹
患
者
は
全
体
の

約
７
割
を
占
め
て
い
る
。

問　

高
齢
者
に
は
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
が
あ
る
が
、
子

ど
も
に
は
な
い
。
子
ど
も

は
２
回
接
種
が
推
奨
さ
れ

て
お
り
、
経
済
的
な
負
担

は
大
き
い
。
市
の
助
成
を
。

答　

市
は
子
ど
も
優
先
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

問　

大
井
中
学
校
か
ら
ふ

じ
み
野
高
校
入
口
ま
で
の

大
型
車
す
れ
違
い
困
難
区

答　

平
成
26
年
度
が
１
４

２
９
人
、
平
成
27
年
度
が

１
２
３
３
人
、
平
成
28
年

度
（
１
月
末
）
が
９
３
２

人
と
な
っ
て
い
る
。

問　

定
員
増
や
預
か
り
時

間
の
延
長
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答　

利
用
時
間
が
夜
8
時

ま
で
、
１
時
間
当
た
り
の

定
員
は
10
人
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
変
更
の
予
定
は

な
い
。

問　

施
設
機
能
を
拡
充
し

て
は
ど
う
か
。

答　

つ
ど
い
の
広
場
で
、

子
育
て
事
情
に
応
じ
た
講

座
を
実
施
し
、
情
報
共
有

を
図
り
、育
児
相
談
も
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
す
べ
て

の
子
育
て
支
援
拠
点
で
、

機
能
強
化
を
図
る
。

問　

立
地
上
の
問
題
で
再

建
築
で
き
な
い
空
き
家
も

あ
り
、
放
置
の
原
因
に
な

る
。
市
で
空
き
家

の
寄
付
を
受
け
付

け
て
防
災
空
地
等

に
活
用
し
て
は
。

答　

除
却
費
用

を
公
費
で
負
担

す
る
な
ど
課
題

は
あ
る
が
、
庁
内

検
討
会
議
や
空

家
等
対
策
協
議

会
で
の
検
討
に

ゆ
だ
ね
た
い
。

空
き
家
を
市
で

受
け
入
れ
て
は

問　

市
に
は
多
く
の
音
楽

家
が
住
ん
で
い
る
が
、
活

躍
の
場
が
市
外
だ
。
コ
ン

サ
ー
ト
出
演
や
音
楽
指
導

を
依
頼
す
る
に
も
、
市
民

に
は
情
報
が
な
い
。
人
材

の
活
用
の
仕
組
み
づ
く
り

を
。

答　

今
年
度
は
人
材
の
発

掘
と
組
織
化
を
目
指
し
て

い
く
。

問　

文
化
振
興
計
画
な
ど

で
音
楽
ホ
ー
ル
の
位
置
づ

け
は
。

答　

大
変
難
し
い
課
題
だ

が
、
文
化
振
興
計
画
の
原

案
で
は
文
化
芸
術
活
動
拠

点
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

音
楽
で
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
に
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
助
成
を

民
部
佳
代 

議
員

よ
り
利
用
し
や
す
い
就
学
援
助
制
度
に

床
井
紀
範 

議
員

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル
化
対
策

塚
越
洋
一 

議
員

問　

各
種
支
援
員
の
充
実

と
処
遇
改
善
を
。

答　

各
種
研
修
会
の
開
催

な
ど
資
質
・
能
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
支
援
員

が
達
成
感
を
味
わ
い
な
が

ら
、
継
続
し
て
勤
務
で
き

る
環
境
を
整
え
、
処
遇
改

善
を
図
っ
て
い
く
。

一
人
一
人
に

行
き
届
い
た
教
育
を

飛行中のドローン
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お
い
て
、
住
民
負
担
の
解

消
を
。

答　

施
設
建
設
、
光
熱
水

費
な
ど
の
維
持
管
理
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

集
会
施
設
の
あ
り
方
、
支

援
の
方
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問　

業
者
の
偏
り
を
防

ぎ
、
小
規
模
事
業
者
の
受

注
機
会
拡
大
の
た
め
、
発

注
方
法
の
改
善
を
。

答　

緊
急
対
応
の
仕
事
が

小
規
模
事
業
者
の

受
注
機
会
拡
大
を

多
い
の
で
地
域
割
り
も
難

し
い
。
施
工
現
場
に
近
い

業
者
に
発
注
す
る
よ
う
に

担
当
課
に
通
知
し
た
い
。

問　

補
助
額
に
対
し
て
経

済
効
果
が
非
常
に
大
き
い

制
度
と
考
え
る
。
耐
震
補

強
助
成
と
組
み
合
わ
せ
る

な
ど
市
独
自
の
助
成
制
度

の
創
設
を
。

答　

特
定
業
種
に
限
る
補

助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

市
独
自
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
貸
与
し
て
い
る
。

　

な
お
、
消
防
で
は
春
と

秋
に
各
１
０
０
件
程
度
の

防
火
診
断
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
介
護
従
事

者
等
に
も
、
高
齢
者
宅
を

訪
問
す
る
機
会
に
住
居
環

境
の
確
認
を
お
願
い
す
る

な
ど
、連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問　

道
路
工
事
と
地
下
埋

設
工
事
と
の
連
携
は
。

答　

毎
年
５
月
に
道
路
占

用
者
会
議
を
開
催
し
て
、

埋
設
工
事
時
期
と
道
路
本

復
旧
時
期
等
の
調
整
を
図

っ
て
い
る
。

効
率
的
な
道
路
修
繕
を

問　

高
齢
者
の
転
倒
防
止

の
た
め
、
歩
道
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
の
安
全
対

策
を
。

答　

ケ
ヤ
キ
や
サ
ク
ラ
と

い
っ
た
街
路
樹
の
根
の
影

響
に
よ
り
、
歩
道
の
隆
起

し
た
段
差
の
解
消
を
行
っ

た
。
引
き
続
き
高
齢
者
に

配
慮
し
た
歩
行
空
間
の
安

全
に
努
め
て
い
く
。

問　

こ
ど
も
食
堂
に
対
し

て
の
支
援
・
検
討
は
。

答　

本
年
実
施
す
る
子
ど

も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画

策
定
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
子
ど
も
の

食
事
に
関
す
る
調
査
を
予

定
し
て
い
る
。
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
他
の
地
域
で

の
取
り
組
み
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

い
市
、
埼
玉
県
内
１
位
と

な
っ
た
。
今
後
も
ご
み
量

縮
減
を
持
続
す
る
た
め

に
、
清
掃
活
動
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
共
有
し
可
視
化
す
る
ご

み
拾
い
ア
プ
リ
を
活
用
し

て
は
。

答　

ご
み
の
な
い
ま
ち
の

推
進
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
と

考
え
る
。
今
後
、
他
市
の

事
例
を
参
考
に
研
究
す
る
。

問　

市
の
計
画
で
は
、
緑

の
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が

実
現
し
て
い
な
い
。
街
路

緑
の
美
し
い
ま
ち
な
み
を

問　

地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
な
ど
、

人
的
確
保
は
今
後
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

生
活
支
援
を
行
う
団

体
と
協
議
体
を
設
け
、
ふ

さ
わ
し
い
人
材
の
確
保
に

努
め
る
。

問　

本
市
は
、
１
人
あ
た

り
の
ご
み
排
出
量
が
少
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

ご
み
量
縮
減
を

樹
等
に
個
人
が
出
資
し
て

植
樹
を
行
う
、
マ
イ
・
ツ

リ
ー
制
度
を
導
入
し
て
は
。

答　

緑
を
増
や
す
取
り
組

み
と
し
て
、
多
く
の
方
が

積
極
的
に
参
加
す
る
マ
イ
・

ツ
リ
ー
制
度
は
有
効
。
検

討
す
る
。

問　

命
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
教
育
と
し
て
、
赤
ち

ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
事
業
を
中

学
生
に
実
施
す
る
地
方
公

共
団
体
が
増
え
て
い
る
。

実
施
の
検
討
を
。

答　

安
全
面
へ
の
十
分
な

配
慮
が
必
要
。
今
後
、
研

究
を
進
め
つ
つ
、
現
在
行

っ
て
い
る
様
々
な
体
験
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

命
の
大
切
さ
が

伝
わ
る
取
り
組
み
を

高
齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を

小
林
憲
人 

議
員

問　

管
理
職
、
職
員
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
年
次

計
画
な
ど
を
基
に
取
り
組

み
や
効
果
な
ど
は
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答　

初
任
者
研
修
、
課

長
相
当
職
対
象
の
集
合
研

修
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修
、

全
職
員
対
象
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
実
施
し
、
研
修

後
に
効
果
測
定
を
行
っ
て

い
る
。

問　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

で
実
現
の
必
要
性
が
高
い

機
能
は
。

答　

出
席
簿
、
通
知
表
、

指
導
要
録
、
備
品
管
理
等

の
シ
ス
テ
ム
化
を
検
討
。

諸
表
簿
等
を
容
易
に
作
成

で
き
る
環
境
が
業
務
負
荷

軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。 学

校
運
営
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
効
果

問　

都
市
の
イ
メ
ー
ジ
戦

略
と
し
て
、
定
点
の
ラ
イ

ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
、

ふ
じ
み
野
市
の
「
今
」
を

発
信
す
る
考
え
は
。

答　

他
市
で
は
市
内
３
ヵ

所
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
好
評

と
の
こ
と
。
た
だ
し
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
一

定
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

問　

通
学
路
の
危
険
箇
所

の
カ
ラ
ー
表
示
や
標
識
の

設
置
等
、
対
策
を
工
夫
し

て
進
め
る
べ
き
で
は
。

答　

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が

可
能
な
箇
所
は
設
置
を
進

め
な
が
ら
、
駒
西
小
学
校

周
辺
地
域
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

問　

障
が
い
を
持
つ
方
か

ら
の
相
談
支
援
の
体
制
を

充
実
し
て
い
く
こ
と
が
、

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
の
状
況
は
。

答　

大
井
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
と
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
を
統
合
し
、
効
率
的
な

問　

市
外
病
院
ま
で
の
運

行
は
２
市
１
町
で
協
議
を

行
っ
て
は
。

答　

改
善
は
、
実
証
運
行

を
も
と
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

民
間
事
業
者
を
含
む

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
は
、
無
料
化
の
議

論
が
出
に
く
い
の
で
は
。

市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の

無
料
パ
ス
導
入
を

問　

地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
の

有
効
活
用
を
。

答　

国
が
提
供
す
る
多
種

多
様
な
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
で

地
方
自
治
体
の
効
果
的
な

政
策
立
案
、
実
行
、
検
証

を
支
援
す
る
も
の
だ
が
、

具
体
的
な
利
用
は
で
き
て

い
な
い
。
今
後
研
究
し
利

用
し
た
い
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
設

置
推
進
と
情
報
伝
達
の
確

立
を
。

答　

各
自
治
組
織
に
１
つ

の
自
主
防
災
組
織
を
設
置

し
て
い
る
が
、
自
治
組
織

の
加
入
率
低
下
で
防
災
力

も
低
下
が
危
惧
さ
れ
改
善

を
検
討
し
た
い
。

産
業
分
野
等
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

防
災
・
減
災
へ
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
を

問　

消
防
と
高
齢
者
福
祉

と
の
情
報
共
有
、
防
火
訪

問
等
の
連
携
は
。

答　

防
火
等
の
配
慮
が
必

要
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
対
し
て
は
、
火
災
報
知

器
・
自
動
消
火
器
等
の
給

付
制
度
が
あ
り
、
心
疾
患

等
の
疾
病
が
あ
る
一
人
暮
ら

し
の
方
に
つ
い
て
は
、
消
防

署
へ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
相
互
通
信
・
デ
ー
タ
蓄

積
機
能
を
活
用
し
、
路
面

を
立
体
的
に
見
せ
る
イ
メ

ー
ジ
ハ
ン
プ
や
ポ
ス
ト
コ

ー
ン
な
ど
の
手
法
に
よ
り
、

通
学
路
の
安
全
を
確
保
す

る
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
る
。

相
談
を
実
施
す
る
が
、
最

近
の
相
談
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
、
本
人
だ
け
で
な

く
育
児
、
貧
困
な
ど
世
帯

の
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
多
機
関
の
包
括

的
支
援
を
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問　

介
護
保
険
の
総
合
支

援
事
業
で
は
、
介
護
予
防

の
役
割
が
大
き
い
。
ど
の

よ
う
な
方
針
で
臨
む
か
。

答　

介
護
予
防
を
継
続
す

る
に
は
、
市
民
の
自
主
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
市
民
が
活
躍
で
き

る
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を

推
進
す
る
。

介
護
予
防
を
進
め
よ
う

問　

大
学
、
高
校
と
の
包

括
的
連
携
協
定
が
進
ん
で

い
る
。
何
を
目
指
す
の
か
。

答　

協
定
を
結
ぶ
大
学
等

と
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、

食
育
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
地
域
で
展
開
す
る
た
め
、

定
期
的
な
協
議
を
行
う
。

ま
た
学
生
か
ら
は
共
同
事

業
で
社
会
人
と
し
て
の
心

構
え
を
学
ん
だ
等
の
感
想

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

大
学
、企
業
と
連
携
す
る
ま
ち

運
行
を
市
直
営
に
し
て
、

協
議
会
は
活
性
化
の
議
論

に
集
中
を
。

答　

運
行
は
直
営
で
も
協

議
会
で
も
変
わ
り
は
な
い
。

民
業
を
圧
迫
す
る
無
料
化

は
考
え
な
い
。

問　

自
治
組
織
の
集
会
施

設
の
維
持
、
施
設
確
保
に

地
域
集
会
施
設
に

市
は
責
任
を

第
二
次
情
報
化
基
本
計
画
の

進
捗
と
管
理

島
田
和
泉 

議
員

都
市
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略

谷　

新
一 

議
員

交
通
安
全
対
策

川
畑
京
子 

議
員

障
が
い
者
相
談
支
援
の
充
実
を

進
め
る

鈴
木
啓
太
郎 

議
員

福岡中央公園での桜の植樹

高
齢
者
世
帯
の
防
火
対
策

お
出
か
け

サ
ポ
ー
ト
タ
ク
シ
ー
改
善足立

志
津
子 

議
員
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市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されております。ご理解をお願いします。

　3月は、多くの職員が定年を迎え退
職されるシーズンです。
　40年もの長きに渡り「ふじみ野市を良くしたい！」と熱い
情熱をもって取り組んでくださった皆さんに心の底から感謝し
ます。
　我々市議会もその思いを受け継ぎ、実施される施策は、かけ
る費用に見合った効果が出ているか、バランスよく市民の声を
聞き市政に反映できているか、ふじみ野市のために真に必要な
施策はどんなものか。自らに、行政に、厳しく問いながら職務
を全うしていく所存です。
　議員の任期も半分の2年が経とうとしており折り返しです。
残り2年、できうる限りの改善を進め、税金を最大限有効に
活用し、少しでも市民生活を向上できるよう市議会としての機
能を最大限発揮し職務を全うしていきます。 （渡辺　大）

編集後記

表紙の題字を書いてくれた人
大井東中  相田宜孝さん
（今年３月に卒業）

　近くに江川緑道があって、ときどき散歩をし
ています。緑が身近にあって、四季を感じられ
るふじみ野市になって欲しいです。

議会広報常任委員会
 委 員 長 伊藤美枝子 副委員長 渡辺　　大
 委　員 加藤　恵一 委　員 鈴木啓太郎
 委　員 小林　憲人 委　員 島田　典朗
 委　員 床井　紀範

Q
A

Q
A

Q
A

Q

Q

A

A

始めたきっかけは。
もともと介護のボランティアをしており、約
2年前に介護支援ボランティア制度が始まり、
自然の流れで始めました。
ボランティアのやりがいは。
自分のためにボランティアをやっている面が
あります。施設まで徒歩で通うので歩く練習
になるし、話し相手がいて認知症予防にもな
ります。また、ポイントがもらえるので、ちょっ
とした食事の贅

ぜい

沢
たく

に使っています。
大変だと感じることは。
まったくないですね。手のかかる作業は専門
のスタッフの方がやってくれますので、自分
のできる作業を楽しんでやっています。
市への要望は。
ボランティアの見学会や一日体験があると、
やってみようと思う方が増えると思います。

介護支援ボランティアに興味のある方に一言。
「私にできる介護はない」と謙

けん

遜
そん

される方がい
ますが、話し相手になることやお茶くみなど、
支援できることがいくつもあるので、気楽に
飛び込んでほしいです。

表紙：働く人シリーズに寄せて
編集委員が
インタビュー！ 介護支援ボランティア介護支援ボランティアさんに伺いましたさんに伺いました

市役所4階議場で開催します

３月定例会の傍聴者は 67人でした。

議会だよりは、ふじみ野市のホーム
ページからも閲覧できます。
市議会の議事録も見られます。
政務活動費も公開しています。

傍聴をお待ちしています

次の定例会の
開  会  予  定：6月 1日 午前9：30～
請願締切予定：5月22日 午前10：00

丸山　薫さん　片岡　法子さん

ふじみ野市議会


